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り大 きい歯冠幅径 を示 していた。上顎に-4mm,


























径が狭いこととから トルク調整 を困難に させたこ
とが挙げられ,早 期治療により上顎歯槽骨の形態
改善 を図ることが必要と思われた。下顎に装着 し
た。019×025ステ ンレススチ ール ワイヤ ーに
anti　curve　ofspeeを付与 し,下顎のspee湾曲は
是正 された。治療期間は2年 を予定 していたが,
装置破損から側方歯 レベ リングに時間を要 し抜歯
タイ ミングが遅れたこと,上 下顎前歯への ブラ
ケット装着時期が口腔周囲筋の緊張から叢生緩和
に時間を要 し,遅延 したと考 えられ る。
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